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目的・背景
　2011年3月に発生した東京電力福島第一原
子力発電所の事故によって海に漏出した放射
性セシウムの影響により、東日本沖の小型浮
魚においても事故前にくらべ高い放射性セシ
ウム濃度が検出されています。表層海水から
の取込みが放射性セシウム度変化の重要な要
因と考えられることから、本研究では小型浮
魚と表層海水の放射性セシウム濃度の変化の
関係を明らかにすることを目的としました。
方　　法
　2011年3月〜2012年8月に房総〜鹿島沖（図
1）で漁獲され、中央水産研究所において測
定した小型浮魚の筋肉試料の放射性セシウム
濃度データおよび水産庁 HP（http://www.
jfa.maff.go.jp/j/housyanou/kekka.html）公
開の同海域の小型浮魚の測定データからマイ
ワシとカタクチイワシのデータを抽出、統合
して漁場近傍の波崎（利根川河口付近）にお
ける2011年4月〜12月までの海水の放射性セ
シウム濃度（文献値：Aoyama et al., 2012）
の経時変化との関係を解析しました。
結　　果
　海水の放射性セシウム濃度は、2011年6月
初めに急増し6月前半にピークを示した後、
直ちに減少に転じました（図2）。一方、小
型浮魚の濃度のピークは、海水の濃度に遅れ
て6月後半に現れ（図2）、海水から2ヶ月ほ
ど遅れて8月以降に低下傾向が顕著になりま
した（図3）。濃度低下はその後も続き、2012
年10月以降は、概ね1 Bq/kg-wet以下〜検出
限界未満で推移しています（図2）。これら
のことから、小型浮魚の放射性セシウム濃度
が表層海水と時間差をもって同調しながら低
下していることが明らかになりました。

波及効果
　本研究の成果は、小型浮魚の放射性セシウ
ム濃度の予測に役立てられると共に、海洋生
態系における放射性セシウムの動態解明にも
貢献するものです。
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図1　�小型浮魚の漁獲位置
と海水の採取位置

図2　小型浮魚と海水の放射性セシウム濃度の推移

図3　�2011年における海水と小型浮魚の放射性セシウム濃度の関係
月平均の放射性セシウム濃度を基にして作成。矢印は時間
の経過を示す。


